
L!11i 新潟医学会雑誌 第温む讃巻 第3号 平成元年3J用

では厳側-郡明らかな側扇幡環を認めなかった事保存的

をこ治療Lたが声左大脳半球をごと広範酢の梗塞厳と脳滑膜が

.牛根上 互廿:i∴告｢畑1.～.,}I

症例慧:l監6才男軌 左片麻疹で発蔽 同門9=農浅科Å院し

た.入院時CT闘烹異常所見なく,保存裾こ治療して

いたが片麻嫁が増悪Lノ薮二溌ニめや発症3･卜∃員に右CAG

rj･･,b銅1日∴ 証告i､.宜座付･∴'tこ1日t,T･iI1緒川､LLh】品川/'･L'.I

Lや左CAGで前交通動脈を介する患側-の憐臓j循環

･JJ_十､十∴.㍉圭:濃.,}･..J~3/㌻∴･,i;.<■ll:＼＼lL'_＼二川IlntHl卜

os豆Sを施行した小術後片麻将は著明に改善Lタ左上肢

に軽度の解力低下を残すのみとなった七

側扇臼循環が不充分な症例において外科的治療を考慮し

た方がよいと考えられる.

,＼ こ_i-11根j甘言/'~r'rl:～I:i.:十i:Ll_l症机

離 葦正大沌 農 家壬朝露 錨 窮院)中幕祐三郎

症例は早場耳下曳-性,最前より子宮筋膝を指摘されて

巨､,パ:l宣⇒-I,:p･'1ニ :E-∴照,i川;卜IL'申し十一㌦ 斗理＼卜､

直前になると,不安感,呼吸困難等遇換幾が出現し そ

れと同時に左不全片麻輝を浅松倉程出現する発作があった｡

6慧隼と瑠薫当院入院,脳血管撮影を施行Lだところ,右中

大脳動脈M再こ濁度の狭窄を認め,左中大脳動脈はMl

在!.i}】帖∴‖亘 7.㌧∵㌦ Jj.1＼ll'L<l'ト:('1､∴;I.

＼･車 1,言＼㍉ ｢.∴守レl:rll両.1吊.Lこく･:川 r!､い･】雨rit川t高日

を示したK入院*も書同様の過醜貌と左鼻音.麻輝が出現し

いこ叩け晦11-両11…th涙.ll､､:一､日日日いrtrこ川りuil豆Ltrmf吏IH

で軽快し裏サ私 左の浅側頭動脈中大脳動脈吻合術を2

回に分けて施行した.術後発作は消嚢した.術後の嘗MP

封-I;:LIT∴ tl二両.1･削~､;川-I:l….こlHl＼-itl･し､､範囲吊戒

少していた,寒症例では芦もともと両額舶こ血流の犠打が

存在していたが,過換気によって,狭窄をきたしていた

右中大脳動脈でより痕1流が低FLてチ羽Aを示したも

のと思われた中

A-議釦 W絶息温和転官ヂ琵様症状を呈したバ-ジャ-

納 義勝橘 橋 蒸器を舘 畏慕財閥 院)杵棒 圭･眉目

パ--ジャ-蔑病 (バ病)の中でヲまれに脳を侵す症例

があることが報告されている.奪回予我 は々 Wal五和-

tlげLg様症状,:-T/ill:上 HLl,トt情HU:r_:rふ､'lj'∴再帰1刊

雄輔三上･L∴ ㍉‖=:!i51Ti:!冊,.(.･号∵小∴ざ∵誹:汗!,r=浩'､

壊死,右擁骨動脈の閉塞血塊年前壊死進行をこて関節離断

術と㌘鎧FJi動注を受けた.その後めまい予動揺感旧税

しかL右大腿動脈撮影で太腿動脈の中途途絶が示され

バ病と確診｡奪回,嚢然歩行困難となり当科入院･左蔑

蘭が油〕覚低F9嘩F困難,眼鼠 左巌幹失調,右上半身

の温痛覚徽幣を認めた甘心二こニト=-帝心電図静血糖等全身

中古-∴qT･lj･∴ ど.＼'_＼(;;-∴ノミ･二1-1Ll:ト∵草三光.!T･I:＼tt∵＼

起始部の高度狭窄を認め号MR王をこより左延髄曹外側部

に小病変がみられた.《考察》本例の一連の血管閉塞を

}バ こ.,L川LitlurHTAJ車lt/.=-7＼軒も【iJl告 畑(,･t1-･車

径の動脈閉塞をくり返す病型を念頭をこおく必要がある平

動脈硬化像はAC断機の血管撮影でも明らかでない･

バ癖脳型の臨床例とも考えられうるので,今後の経過観

察並びをrこ膚憾検査が濃密と思われ.るサ

妻沼 緋 伊藤 堵 転義済 霧葦等院∋

脳鹿管掌土産椎骨動脈及び脳蟻動脈齢低形成層右椎骨

帖附;i''粧Jj詰;;㍉′∫..巨L∵＼隼･･j寮甘章し一.､､丞巨1宣伸H_,rI･
Ll､∴､服告ト:ト

症例は息3才身性や四肢麻緒救構音障害骨膜下障害で急

廿酎1~工 ㍉Ui､パ甘.I:i:十巨)/:/､廿信 L>LJ::しこ.軒吐十匪

口蓋倫左蕃筋麻輝を残孝明みで四肢麻郵濃完全に｡潜朱し

ていた血CT争M詑王では素懐底部及び右小脳半球をこ小梗

塞巣の所見を墨し 脳敵管撃では左椎骨動脈の後下小脳

動脈分岐部より末櫓及び脳底動脈をこ著明なhypop且汲扇a

を認め,右椎骨動脈もhypoplasもicで後下小脳動脈を

分岐後閉塞しており,椎骨脳底動脈の循環障害による橋虚

小脳梗塞と考えられた,現在抗血小板療法にて経過観察

中であるが,症状はほぼ消焦しつつある.

小児脳梗塞の中でも軽骨脳底動脈系殿脳梗塞は稀で9

その多くは頭頚部殿常運動を√こよる椎骨動脈の血管轡縮歯

血栓形成が原因と考えられているォ奪回の症例の如く椎

と考えられる症例昭磯皆は橡めて稀であるので,若干二の

考察を加えて織菖する,

八 二_i7~1I.川舟1(ILill廿保粧,J,:LI日 .!/_脳血JTJ描'警告

毒概 観養欄 郡 憤壷藍議事甑姦 罵きい木 車情･日刊




